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まちづくりと市民のキャリアデザイン（２）
一NPO法人野田文化広場が野田市郷土博物館を運営する基本的な考え方一

法政大学キャリアデザイン学部助教授金山 喜 昭

はじめに

2005年６月に千葉県野田市にて日本キャリアデザイン学会の中間大会が開催

された。そのテーマは「まちづくりとキャリアデザイン」であった。大会では

｢まちづくり」はそれ自体が目的となるものではなく、まちづくりの過程の中

から「人づくり」が行われていくことが確認されたことであろう。それは地域

社会において、人がその担い手となり、どのように市民性を具えていくかとい

うキャリアデザインを今後考えていく契機になった(')。

その意義は大きく、その後、野田市は「市民のキャリアデザイン」を行政の

政策に位置づけるようになった。その具体的な事業の一つとして、野田市は野

田市郷土博物館と野田市市民会館（１日茂木佐平治邸）（以後、両者を博物館と総称

するが、必要に応じて市民会館を使用する）を、市民のキャリアデザインを推進する

場にすることを計画した｡これまでのように行政が直営で運営するものでなく、

指定管理者制度を導入することにし、私が事務局長を務めるＮＰＯ法人野田文

化広場（以後、野田文化広場と呼ぶ）が適格者として随意指定された(2)。その

理由は、これまでに、寺子屋講座の「仕事人講話」のような人々のキャリア形

成に着目した講座を実施し(3)、観月会のような交流会や、俳句と絵画を併せた

展覧会により異分野の人たち同士の出会いの機会を設定するなど、キャリアデ

ザインの視点に立った企画を実施してきたことが評価されたと思われる｡今後、

野田市の審査や市議会の議決を経て、2007年４月から野田文化広場が指定管理

者としてそれらを運営する予定となっている。

本稿では、今後博物館をキャリアデザインの視点から運営する基本的な考え
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方を述べる。また、ＮＰＯ法人が指定管理者として運営する今日的な意味につ

いても述べる。

１．生涯学習とキャリアデザイン

生涯学習の考え方は、ユネスコのポール・ラングランによる「生涯教育」

"life-Iongmtegratededucation.,の提11日を受けて、1981年の中央教育審議会答

申で次のように述べられた。「変化の激しい社会にあっては、人々は、自己の

充実・啓発や生活向上のため、適切かつ豊かな学習の機会を求めている。これ

らの学習は、各人が自発的意志に基づいて行うことを基本とするものであり、

必要に応じ、自己に適した手段・方法は、これを自ら選んで、生涯を通じて行

うものである」(4)としている。

「生涯教育」は、その後に学習は自由意思に基づき意欲をもち行い、自分に

あった手段や方法によることがふさわしいとし、学習者の立場から「生涯学習」

と一般化されるようになった(5)。

よって、生涯学習とは、個人の自発的意思に基づき、必要に応じて自分に適

した手段や方法を選んで生涯を通じて行うものであり、その学習形態は学校な

どの組織的な学習活動以外にも、スポーツ・文化活動、趣味、レクリエーショ

ンなどの様々な活動でも行われることをいう。

（１）なぜ地域社会でキャリアデザインなのか

今日キャリアデザインは、地域社会で生活する人たちにとっても不可避と

なっている。

では、なぜキャリアデザインが問われるのか。高度経済成長期に比べて1990

年代以降の産業構造の変化によるニューエコノミーの到来によって生じた社会

を「希望格差社会｣(6)という。提唱者の山田昌弘は、ニューエコノミーは、

ＩＴ産業やグローバル化が進み、モノよりサービスが優勢になる時代であると

いう。現代のように、生活するには困らない程度の豊かさがあると、消費者に

多様な商品をより安く提供する圧力が加わり、これまでの「大量生産・大量消

費」からサービスを重視する価値観に転換する。そこから、クリエイティブな

能力や専門的な知識をもった少数の労働者と、マニュアル通りに働く多数の単
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純労働者を必要とする雇用の二極化が生じる。後者は、賃金は安く不安定な雇

用条件となり、希望を見出せない若者の増加はここに起因しているという。公

務員の世界にもフルタイムの嘱託職員が増え、専門技術者などの様々な職域で

も同じような現象が起こっている｡それは地域社会の閉塞感にも繋がっている(7)。

高度経済成長期は、多くの人たちが豊かさを躯歌できた時代である。希望を

持つことのできた時代であった。山田はその理由として、①職業領域において、

｢企業の男性雇用の安定と収入増加｣、②家族領域における「サラリーマンー主

婦型家族の安定と生活水準の向上｣、③教育領域における「学校教育の職業振

り分け機能の成功と学歴上昇、が人々に希望をもたらしていたとする(8)。それ

により、地域社会の商・工業が発展したし、治安も保たれ、人々の趣味やレク

リエーションの文化活動なども盛んであった。この時代は、「一億総中流意識」

とも言われたように、「みんな一緒に豊かな生活を築くことができた｣(9)時代

であった｡経済成長期でも人々が格差を意識することが少なかったといわれる。

野田でも、この時代の商店街には活気があった。人通りは多く、どの店も繁

盛していた。子どもたちは空き地や路地裏などで日常的遊んでいた。周辺の農

村部では田畑が一面に広がり、農繁期には作業に励み、祭りなどの行事も活発

に行われ、村落の共同体意識が活きていた時代である。

ところが、現在野田の中心部は、商店街の衰退が著しく「シャッター通り」

になっている。商店の後継者不足は深刻で、多くの商店主は商売意欲を喪失し

て今の世代で店を閉じるという。フリーターやニートなどの若者問題も、地域

社会では日常的であり、それが犯罪の増加にもつながる危険U性をはらんでいる。

かつての農村部は宅地開発が進み、農業を廃業する人たちも多くなっている。

よって田畑は荒れて、かっての共同体意識もほとんど失われてしまった。地域

社会の人々は、これまでの生き方が通じないことを知りながらも、改善の処方

菱をもつことができないでいる。

また、今後増加する団塊世代の人たちが地域社会でどのように生活するのか

も切実な問題である。これまで「会社人間」であった人たちが、これから地域

社会で生活することになる。尚齢者の介護や、フリーターやニートを扶養して

いるとすれば、これまでのように老後は年金だけで趣味やレクリエーションを

やり気楽に過ごすことができるのであろうかｃ時代の変化により、地域社会の
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人たちの生き方もこれまでの生き方が通用しなくなっている。

よって、地域社会の人たちも人生の設計や再設計が必要になる。大切なこと

は、各個人がキャリアデザインを図ることである。職業キャリアや、学校での

キャリア教育の必要性と同様に、地域社会でも人々のライフキャリアの設計や

再設計を図ることが求められる所以である。

（２）市民のキャリアデザイン

「キャリア」については、それぞれの主張・立場や用いられ方などによって

多様性があるが、地域社会での市民のキャリアデザインという文脈の中では、

渡辺三枝子のいう「キャリア」の概念規定に従う。

それは、「個々人が生涯にわたって遂行する様々な立場や役割の連鎖及びそ

の過程における自己と働くこととの関係付けや価値付けの累積｣('o）とする。

なお、ここで扱う「働く」ことは、職業生活以外にも、家庭生活や市民活動な

ど市民として地域社会で活､I)する様々な領域を含むものである。「キャリア」

は、「個人」と「働くこと」との関係性の上に成り立つ概念であり、個人から

独立して存在するものではない('1）ことが要点となる。

地域社会での市民のキャリアデザインを図１に示す。それは次のように２段

階を想定することができる。まず第１段階は、個人が自ら働くことを自覚して、

変化した自分の生活やその周囲のことを確認して、自らのキャリアの設計や再

設計をはかることである。団塊世代の人たちは、家族の中での自分の役割が変

化し、これまでの「会社人間」から自分の人生をどのように再出発するかを考

えその実行計画を立てる。商店主は、商売がうまくいかなくなったのを産業構

造の変化のせいにするのでなく、自分の経営努力の不足が要因であることを自

覚して、建て直しをはかることを考える。後継者不足というが、親がやる気を

もって商売に取り組んでいれば、子はそれに希望をもち、後継者につくことに

なる。野田でも経営努力をしている商店に後継者不足は見られない。この段階

では、個人が自分の「働くこと」の役割を自覚して、それを全うすることを心

がけて実行することである。

第２段階は、地域社会の一員として、自らの働きや役割を自覚することであ

る。第１段階では、内省的に自己を見つめなおすことに主眼が置かれるが、こ
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図１生涯学習と市民のキャリアデザインの関係図

地域社会における市民のキャリアデザイン

生涯学習

こでは地域社会での自己の立ち位置を確認するために、自分の働きと地域社会

の様々なコミュニティとの関連性を理解し、それを自覚し意識化する。子育て

をする親は、一般に子どもの育児に関係するコミュニティ（保育園、幼稚園、

学校など）に参加して子育てに関する悩みや相談を共有するだろう。しかし実

は親本人のキャリア形成を踏まえれば、個人の興味関心による他のコミュニ

ティとの関連づくりも大事である。演劇や音楽などの文化関連や、自然保護な

どの市民活動などの多様なコミュニティ分野の人たちとの交流や接触を通じて

知識や経験などを得て､それを自分のキャリア形成に役立てていくことである。

さらに、そうしたコミュニケーションの促進が契機となり、地域社会に貢献す

る活動をし、自己のキャリア形成につながっていく。

この段階は、地域社会の様々なコミュニティとの関係づくりを通じて、自分

の立ち位置を確認して、地域社会の一員としての自覚をもち、地域社会のため

になる市民活動を通じてキャリア形成していくことである。それは個人の自立

化を促進することを意味しており、地域社会における自立的な市民づくりをさ

第二段階 地域社会の一員として、自らの働きや役割を自覚して地域活ＩＭＩする。

↑ 

第二段階
Ｉ 

iiM人が働くことを自覚し，自らのキャリアを設計・再設計する。
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す。これまでのような行政への依存的な住民体質から脱却し、責任と自覚を持

つ自立的な市民をめざす。

そのために市民のキャリアデザインの方策は、キャリア教育の観点('2)を踏

まえて、市民一人一人のキャリア発達や個としての自立を促す視点から、人生

の発達的な段階を踏まえ、市民の全人的な成長・発達を促す。そのために、市

民のひとりひとりが多様な側面を持ちながら段階をおって発達していることを

深く認識して、市民がそれぞれの発達段階に応じて自己とそのキャリア形成を

適切に関連づけて、各発達段階を達成できるように意図的継続的に取り組みの

展開をはかることである。

つまり、市民のキャリアデザインは、生涯学習の考え方を下支えとして、市

民一人一人がそれを踏まえてキャリアデザインを'三|指すものである。自らの働

きを自覚（他者理解を含む）して、それを設計および再設計する。さらに、地

域社会の一員としての自覚をもち働き、地域社会での自らの役割や責任をはた

す。そのプロセスが日立化する市民形成になる｡

（３）市民のキャリアデザインの拠点（図２）

それを実現するためには、人々のコミュニケーションを促進させることであ

る。現状の地域社会をみると、それぞれのコミュニティ（家族・学校・商工業

者・農業者・市民団体・福祉関係者・行政など）が分断的に孤立している。コ

ミュニティが孤立化すると、それを構成する各個人レベルに至るまで内向きに

なってくる('3)。

そこで、博物館は市民のキャリアデザインの拠点として、さまざまなコミュ

ニティに所属する人たち何百|をく文化＞によってつなげるハブの役割を担い、

市民相互のコミュニケーションの促進につとめる。ここで留意することは、

キャリアデザインは個人を対象とすることから、各コミュニティの個人を対象

とする。現実には個人は複数のコミュニティに所属している場合が多い。

また、この場合のく文化＞とは、回顧的な歴史や審美眼的な美よりも、人の

｢働き」（仕事・遊び・地域活動・芸道・家庭など）についての時空的な領域の

調査研究成果や、様々な市民のキャリアから生み出されたく文化＞をさす。そ

れは床の間に樋〈ような懐古趣味的なものでなく、人々のキャリアデザインに
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197 まちづくりと市民のキャリアデザイン（２）

図２市民のキャリアデザインの拠点の概念図

有用で、エネルギーになるようなものである。

それにより、地域社会では、これまで交流のなかった異業種や異分野の人た

ち同士が出会い知り合い、お互いの仕事や生き方、考え方、価値観などを共有

し、相互に学びあうことができる。さらに、個人の生き方の幅が広がり、個人

の生き方の設計や再設計にも役立ち、人々の協働的な仕事や地域活動に発展す

ることが期待される。こうして成立した地域社会は、閉じられた存在ではなく、

外に開放した人間関係性をもつものである。

よって、博物館はこれまでの「文化の殿堂」から、地域社会の様々なコミュ

ニティに属する個人同士のコミュニケーションの推進役に転換する。
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２．キャリアデザインの視点に立つ野田市郷土博物館

（１）博物館が扱うく文化＞とは

博物館が扱うく文化＞とは、キャリアデザインの視点に立った文化である。

それはヒトの生き方との関連性による文化事象である。具体的には「働くこと」

を時空的に扱うこともできるだろうし、それをテーマごとに各論的に扱うこと

もできる。

かつて野田市郷土博物館で私が手がけた特別展のテーマには次のようなもの

がある。「野田と貝塚」（1989年)、「古墳文化のあけぼの」（1990年)、「華開く

押絵の新世界一勝文斉の偉業一」（1991年)、「旧石器時代の狩りと幕らし」

(1992年)、「最後の浮世絵師豊原国周展」（1993年)、「櫻田精一一美をみる眼一」

(1995年)、「よみがえる|｣I中直治童謡の世界」（1996年）などである。これは一

般の博物館でもよく見られるテーマの設定である。当時のことであるからキャ

リアデザインを意識したものではなかったが、今日的にみるとキャリアデザイ

ンを踏まえたものもある。テーマ設定についての統一的な基準は特に設けてお

らず、展覧会ごとに趣旨を設定をした。

これに対してキャリアデザインの視点によるく文化＞とは、人物をテーマに

するならばその人のキャリアを調査研究して、その生き方、仕事の技、価値観

などを描き出すことである。「勝文斉の偉業」では押絵師としての勝文斉の生

き様を描いた。「111中直治童謡」でも、直治は昭和12年に31歳で亡くなったが、

直治を知る人々からの聞き取り調査により、直治の人物像を描いた。また洋画

家の櫻田精一の特別展では、そのキャリアや人生観や価値観などを調査してそ

の成果を展覧会に反映することができた。今日的に見てもキャリアデザインの

視点に立ったものであったといえる。「畷原図周展」ではその作品紹介や浮世

絵製作の技法をしたので、キャリアデザインのそれとはいえない。キャリアデ

ザインの視点に立つならば、浮實世絵師としての豊原国周のキャリアを調査研究

した知見を出すことであった。考古学関係の展覧会では、遺跡や遺物論になり

がちで、時代や時期ごとに土器や石器を展示した。キャリアデザインの視点か

らならば、当時の自然や社会での人々の生き方を描くことになる。

キャリアデザインによるく文化＞は、特別展のテーマに限らず、博物館のあ

らゆる事業に共通する価値観とみなして、それを貫き通すことである。
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（２）基本テーマ

そこで博物館を地域社会のキャリアデザインの拠点とするために、次のよう

な基本テーマを設定する。

①地域文化（モノとヒト）の情報収集・保管・調査研究．普及をする。

これまでの博物館は、モノとしての資料を収集・保管．調査研究．普及すこ

とを基本機能としてきた。キャリアデザインの視点に立った博物館は、それら

の基本機能に加えて、地域社会の人たちのキャリアにも目を向けて、その情報

の収集・保管・調査研究・普及をする。

②地域の文化や人々の生き方を学ぶ場にする。

近年、野田市内には市外から転入する人たちが増えている。このテーマは、

人々に野田の歴史や文化を普及して地元意識や親しみをもってもらうことにつ

なげる。以前から野田に居住している人たちにとっても、新しく創造した野田

の文化を学ぶことは、地域を再認識することになる。さらに、キャリアデザイ

ンの視点に立てば､野田の先人や現代の人々のライフヒストリーを学ぶことは、

人生を見直すことになり、そこから人生の設計や再設計にも有益な情報を提供

することができる。

また市民会館は、醤油醜造家の歴史的建造物として国の登録文化財（旧茂木

佐平治邸）に指定されている。ここでは、日本の伝統的な文化や生活を体験す

る場としての活用をはかる。

③地域の文化や人の生き方の情報発信の場にする。

博物館として地域文化（モノとヒト）の情報収集．保管．調査研究したこと

は、博物館に訪れることのない人たちや、訪れることのできない人たちに向け

ても、インターネットなどにより情報発信して普及する。地域社会を外に開放

化するために、日本各地の人たちや海外にも情報発信する。これまでの地域社

会に見られた閉ざされたコミュニティから脱却し、開放型の地域社会を目指す

ものである。

④人々のコミュニケーションの場にする。

博物館では、＜文化＞をコミュニケーションの媒体として、様々なコミュニ

ティ（家族・学校・商工業者・農業者・市民団体・福祉関係者．行政など）の

個人同士のコミュニケーションをはかる。博物館展示室は展示スペースだけに
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限定せずに、コミュニケーションの場としても活用をはかる。また市民会館も

和風建造物の特性を活かしてコミュニケーションの促進をはかる場にする。

（３）テーマに関連する主要事業

①地域文化（モノとヒト）の情報収集・保管・調査研究・普及をする

これまでの博物館が対象とする資料はモノであったが、キャリアデザインの

視点に立つ博物館はヒトも対象とする。人の記憶のなかにも多くの情報が含ま

れている。

情報の収集については、様々なキャリアをもつ人たちからキャリアヒスト

リーの聞き取り調査を行う。また寺子屋講座の「仕事人講話」では、地域の

様々な職業人のキャリアを聞くことができ、その記録化を行う。企画展も、そ

れに参加する人たちからキャリアを聞く機会にする。人々のキャリアヒスト

リーからは、生い立ちや仕事のこと、昔日の野田の様子や人間関係なども聞く

ことができる。

展示関係については、常設展を「野田の人々の生活と文化」（仮題）という

テーマで実施する。また企画展は年間３回を予定する。「市民コレクション展｣、

｢市民の文化活動報告展｣、「市民公募展」のいずれも市民参加型展示である。

市民コレクション展は、コレクションをもつ人からコレクションの提供を受

けて、コレクションを通じたライフヒストリーを公開する。単なる貸しギャラ

リーとしてではなく、資料の提供者と学芸員が協働して展示構成などを考える。

資料の提供者には自身のキャリアを振り返る機会にしてもらうとともに、市民

のキャリアデザインに役立てる。

市民の文化活動報告展は、市民グループがこれまで培ってきた研究成果など

の発表の機会とする。学芸員とテーマや展示榊成などを協働する。

市民公募展は、学芸員がテーマを決め、それをもとに市民から資料の公募を

行う。資料の提供を契機にして、新たな人的交流が生まれることを促進する。

特別展は、地域の文化資源をキャリアデザインの視点から調査研究した成果

を公開する。初年度は「野田の樽職人」（仮称）を予定している。醤油産地の

野田には、大正時代には100粁を超す町樽屋があったが、醤油容器が埋からプ

ラスチック製品に移ったことから、職人は僅か２名しか現存しない。しかも8０
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歳をこえる高齢者である。時代の変化のなかで、樽職人としてこだわり続けた

職人のキャリアと技を調査研究して公開することで、市民のコミュニケーショ

ンをはかる。

②地域の文化や人々の生き方を学ぶ場にする。

これは自発的意思により学ぶことを基本とする。－つは寺子屋講座である｡

｢まちの仕事人講話」と「芸道文化講座」を毎月１回開催する。講師は、地域

のさまざまな仕事人や研究者などである。野田文化広場としては、これまで２

年間実施してきたが、2006年度の内容を示す（表１）（写真１）｡「仕事人講話」

では、市民がライフヒストリーや仕事の技などを語る場にしている｡「芸道文

化講座」では自らが究めている芸道の途を語る。一方的に講師役の市民の話を

聞くだけでなく、進行役は参加者の自己紹介や意見や質問を自由に出すように

促し、双方向的な学びの場としている。

「自主研究グループの育成」は、人々が博物館を拠点にして自発的な学習グ

ループをつくり、課題を設定して調査研究することを後押しする。メンバーを

募る方法はいくつかあるだろうが、一つは「人材バンク」に文化的な活動を求

める人たちや、退職が予定される団塊の世代の人たちで新たな生きがいを見つ

けようとする人たちにも登録してもらい､興味関心を共有する人たちを集めて、

学芸員が意見交換する機会を設ける。また文化的な連続講座を実施して、講座

終了後に学芸員が活動の継続を呼びかけることも想定できる。

これは既存の会ではなく、博物館から新しく生まれる会にする。その後博物

館としては学芸員がサポートを行うが主導をせず、あくまでも自主性を重んじ

て、自立的なグループに発展することを支援する。グループには、「趣味の会」

のように閉じたコミュニティ形成をするのでなく、地域に貢献する活動を意識

してもらう。要するに、市民のキャリアデザインの第２段階目のキャリア形成

を実践することを意図している（図１）。将来的に自主調査研究グループの研

究成果は、企画展などにも発展させる。さらに博物館から自立していくことを

促し方向づける。

なおキャリアデザインの相談業務には、個人の生涯発達レベルや個別のキャ

リアを踏まえることが必要である。今後は学芸員にもキャリアカウンセラーの
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表12006年度寺子屋綱座一覧

ちの仕事人剛芸沮文化調親子体験実

研修を受けさせるなどの人材育成をする。

③地域の文化や人の生き方の情報発信の場にする。

地域の文化を`情報発信するだけでなく、キャリアデザインに関する活動や成

まちの仕事人鯛諸 芸道文化調座 親子体験実習

2006年
4月

かまぼこは活きている

薊鉾の八木楓代zｉ

入木潔さん

油絵を身近に見よう

洋因家/日展肝■ロ

櫻田久美さん

そろばんで脳カアップ！

日本珠ロ迎坦野田古皿岳

芝崎三千子さん

5月

８０ 

自然,，と生きること

三坦印B1柊武jWt令呂屈円ロは倶伺竃ｲｷ会合且

石山啓二郎さん

音を楽しむ"音学"鋼座

野田市立岩名中学校放賦

北村俊彦さん

わくわくダンス）
～おどりで何があらわせるかな7～
東京大学大学院9kﾉﾔＭｎのお鋪さん

古屋貴子さん

6月

生きている不思鱗
死なない不思醗
日本相FF暉念金艮

高木次雄さん

桶樽の文化史

昭和女子大学■節

小ⅡI浩さん

A,B,Cjさあはじめよう！
～音から学ぶ英田～

東京大学大学BE生/英時団厘室

田尻英和子さん

7月

つくしんぽからやさしい風を…
～陣がいをもつ青年週に導かれて～
つくし几伍五世SnBImW田市月宙者団体迫路合金長

ｶﾛ藤満子さん

語ること､演じること

■団彩代塵'油H1＊'俳優

梅田宏さん

折り鶴を生活に

厨りｉｎ名人

林文夫さん

8月

アテンションプリーズ.
フライトアテンダント物晤
～空で学んだ私の人生～
元日本航空フライトアテンダント

高機伸子さん

コレクションを気軽に愉しもう
～ミニカーからトレーディングカードまで～

ミニカーコレクター

飯塚保夫さん

茶室で茶道を体験しましょう

E'千京ｺF;廿敏宕招導宕

五十嵐宗玲さん

9月

大切なものを守る
～家族で考える防犯対1W『～
グリーン臼宙保RSMi式会社代表

田中鐘一さん

気軽に騎吟を始めてみませんか
～まずは声を出してみましょう～

吟沮蚊蕩碕団

染谷葱さん

親子で学ぶ霜付､そして
日本舞踊に挑戦しよう

盛EU勘英宜今念圭

藤間勤美質さん

10月

働くことと教育
～山古志村と私～

野田市立ｵﾋ部中学校校長

坂牧光義さん

俺のまねをするな
~日近人生40年､忘れられない人･ことIZg&函§～

画家

桃太郎さん

楽しい絵手紙パート２
～雄でも油単．やさしい描き方～

グラフィックデザイナー

本梱尚徳さん

11月

保育士･看霞師から学ぶ
～ｱﾚﾙｷﾞｰ･伝段円･'6印な航11の対四二ついて～

囲可保育団コピープリスクール

専任固硬師･保育士たち

ロボットと開く
子供たちの未来

ロポカップジュニア千葉ﾉｰﾄﾞ代庚

岡田晃次さん

親子でできる
クリスマス･オーナメント教室

鹿可保育回コピープリスクール

保育士たち

12月

私の農業
～人生を懸けて～

エコファーマー遡毎■田代喪

錨麓徹也さん

まちなみ提案

山本通股工纂(tkIU儲取伺鈎まちなみ部会会回

山本和広さん

電卓を正しくつかってますか７

ICA四郎、卓協会野田支怒長

森野珂津さん

2007年

1月

プロ野球選手の原石

ヤクルト球団樫日[鄙前スカウト部

梱渕聡さん

大名が通った道
～日光ロ往遺について～

野田迫力中靱医全図全長

木原徹也さん

｡。

圏子の舞"よさこいソーランを
踊ってみよう１１
魁oBukIgake代安

窓田洋子さん

2月

プライダルの仕事
～明れ舞台の卸台巫～

ウェディング･プロデュースフローラ代安

長谷川愛さん

声明(しようみよう）
～仏教音楽～
誼主冨侍回

榊祐栖さん

スカイウォッチング入門

干戴Nu寸凹宿域博4ｶ曲客月研究I、

岩槻秀明さん

3月

スタジオからお茶の間へ
～ひとつの放送へのこだわり～
NHKラジオセンターアナウンサー

安田真一郎さん

俳句を作ろうパート２

俳人

津々楽朋子さん

押し花で遊ぼうパート２

押し花ｱﾄﾘｴプチ･フルール

小林敏子さん
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まちづくりと市民のキャリアデザイン（２）２０３

写真12006年度寺子屋講座と観月会

ZOO6.4.16「そろばんで､ピカアップ！」芝崎三千子さん2006.10.15「俺の座れをするな~■迫人生…庫h6仇肛ぃルーと…■6~」蝿k邸さん

20069.17『日思にH吟を始めてみませんか~ま、戸G出して卸しどう~」鰯Ｕさん 2006.7.16「折り曲審牛講に」林文夫さん

20069.17「､子で学JuDtI､そして日本何臣'二M澱しよう」ロ囲勘奥回さん 2006.9.17m月会

果についても内外に発信する。新聞などのマスメディアのほかに、ホームペー

ジによる情報を毎月更新して発信する。また、市内ガイドを行っている市民グ

ループ「むらさきの里野田ガイドの会」にガイド事業を委託して、市内外の人
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たちに対する観光ガイドを実施する。このグループの活動は、地域社会を外の

人たちに開放していく上からも有効である。

④人々のコミュニケーションの場にする。

これまで蓄積してきた人的ネットワークを維持、発展させつつ、博物館をコ

ミュニケーションの場にする。

まず市民会館内にキャリアデザインホール（仮称）を設置して、市民の日常

的なコミュニケーションの場にする。博物館に立ち寄った市民サロンのような

スペースとする。特に目的をもって来館しなくとも、自由放談の場にすること

で、そこで出会った人たち同士にコミュニケーションが生まれることを想定し

ている。学芸員も同じホールに居ることから、学芸員とのコミュニケーション

をはかることもできる。室内には、全国の博物館発行の図録のほかに、キャリ

アデザイン関連図書の充実化もはかる。

企画展・特別展では開会に合わせてレセプションを行う。会期中、展示室で

はミュージアム・コンサートを実施する。そのために展示室にはグランドピア

ノを設置する。また地域の童謡作曲家の山中直治の記念コンサートも毎年開催

する。博物館はこれまでのように展示空間としてだけでなく、コミュニケー

ションをはかる場にする。

市民会館は和風の歴史的建造物であり、庭園の環境も含めて、人々のコミュ

ニケーションをはかる良好な場となる。ここでは観月会などの市民交流会を開

催する。これまでに観月会を２回実施したが、約90名の市民が参加して演奏を

聴いたり、満月を鑑賞するなど盛況であった（写真１）。

３．キャリアデザイン政策と指定管理者制度の導入

野田市は、全国の自治体に先駆けて「市民のキャリアデザイン」を行政の政

策に位置づけた。今後は、野田市の様々な組織や機関で具体的な事業展開が行

われることになっている。野田市から示された、野田市郷土博物館の指定管理

者申請要項に示されたビジョンは次の通りとなる。

野田市では、郷土博物館と市民会館に指定管理者制度を導入し、キャリア

デザインの拠点にしたいと考えています。
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まちづくりと市民のキャリアデザイン（２）２０５

キャリアデザインとは、家庭、学校、職場、地域など人生のあらゆる場所

と時期に、「自分らしい生き方（キャリア）の設計（デザイン）あるいは

再設計」のために必要な知識、技術を身につけ、これを実践することをい

います。また、キャリアデザインによるまちづくりとは、これまでのよう

な行政などへの依存的な住民体質から、市民として生きがいをもち責任と

自覚をもつ自立的な市民を育てていくことをいいます。換言すれば、キャ

リアデザインによるまちづくりとは、『ひとづくり」となりますので、あ

くまで市民が実施主体となり、行政は、市民と協働しながら、必要な情報

や器としての場の提供などのサポートに徹し、市民がそれを活用していく

ことが重要となります。このため、地域あるいはコミュニティの場での

キャリアデザイン支援策を考えたとき、そのコンセプトは、まず主役は行

政ではなく市民であり、行政の役割は市民に「交流と学びの場を提供」し

ていくことではないかと考えております。

一方、郷士博物館につきましては、昭和34年に設立された県内初の登録博

物館として、その果たしてきた役割は非常に大きなものがありますが、社

会教育から生涯学習社会への流れの中で、博物館の役割も変化し、今求め

られているのは、これまでの調査研究機能を活かしつつ、住民参加型の

｢市民が直接参加しながら学び、研究し交流する場」への転換ではないか

と考えていました。また、市民会館につきましても、昭和31年開館以来、

多くの市民に利用されてきましたが、平成８年には「市民会館有効利用懇

談会」から、単なる貸館ではなく、和風建築のメリットを生かす竿さらな

る有効利用を図るべきとの提言もなされ、平成９年には国の登録文化財の

指定も受けましたが、今Ｈまで有効な文化財の活用策が見出せない状況が

続いておりました。

このため、これらの状況を考え合わせた時、郷土博物館を住民参加型へ転

換すれば「交流と学びの場」というキャリアデザイン支援策と共通のコン

セプトができるのではないかと考えましたが、博物館には会議室等、市民

が滞在、交流する場所がありませんので、市民会館に生涯学習機能を付加

し、両者を一体管理することで、キャリアデザインの拠点として住民参加

型の博物館への転換を図り、かつ貸館機能を維持しつつ、市民会館の有効
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活用も図りたいと考えています。

以上のことを踏まえて、野田文化広場としては、先述したように博物館運営

の基本的な考え方をまとめた。

（２）日本キャリアデザイン学会と野田市との連携

2004年９月に日本キャリアデザイン学会の設立大会が法政大学で行われた。

この学会はキャリアデザインやその支援に必要な知識や理論を構築することを

目的に設立された。学問は机上で行うものでなく、現場との双方向的な関係が

あって成り立つものであるとの認識から、研究者と実務家のバランスに配慮し

て準備が進められた。野田市長の根本崇氏には地方行政の実務家としての立場

から理事に加わっていただき、翌年６月に野田市で中間大会を開催した。

その中で、根本氏は、三位一体の改革の中で、自治体の首長として、行政と

住民の役割について提言している。現状の地方財政難を踏まえて、これまでの

行政の過剰サービスから脱却するために、住民が主体性をもち自らの役割を果

たしていくために、住民一人一人がその考え方や行動を見直して、限られた資

源を有効に活用して「まちづくり」に参加できるように、行政としてもそのた

めの環境整備を進めていくことを述べている('4)。

「まちづくり」は、行政主導で行う時代から、市民との協働により進めるた

めに、人々の意識改革をはかることが不可欠である。中間大会を契機にして、

野田市は、住民がキャリアデザインをはかる必要性を認識したといえる。国家

や政府（地方政府の含む）としての「公」が住民を主導・誘導するような、こ

れまでの行政の体制ではなく、人々がキャリアデザインにより個の確立をはか

ることを支援し、市民と協働して「まちづくり」を目指そうとするものである。

こうして、野田市は日本キャリアデザイン学会との連携事業により、「市民の

キャリアデザイン」を政策に位置づけるに至った。

（３）指定管理者制度の活用

指定管理者制度は、地方自治体の改正により2003年９月から施行された。こ

れまでの公共施設は自治体が直営で管理運営するか、公設民営方式の財団法人

などに管理委託してきた。しかし、その改正により、従来の管理委託制度に代
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わり、民間の団体や組織に選定することが可能になった。登録博物館などで指

定管理者制度がすでに導入及び予定されている事例は、111館（文部科学省調

査2006年２月１日現在）である。それらは公設民営方式の博物館が指定管理者

となり再スタートしたものや、行財政改革により導入した事例などである。今

回、野田市は博物館運営に指定管理者制度を導入したが、その理由は次の通り

である。

まずは、野田市は「市民のキャリアデザイン」を政策とし、博物館で事業展

開をはかろうとしたことである。これまでの直営の博物館の体制では、キャリ

アデザインの考え方や実績がない。しかし、野田文化広場はこれまで２年間に

わたり寺子屋講座などのキャリアデザイン関係の活動をしてきた。このことを

評価して、野田文化広場を事業を実施する主体者として指定した。

次に、市民会館は登録文化財の歴史的建造物であるが、野田市から示された

先述のビジョンにもある通り、平成８年以来有効な活用策が見出せずにきた。

｢市民のキャリアデザインの拠点」と位置づけることにより、活用の方向性が

得られたことによる。

また、行政改革の上から、旧関宿町との合併による定数削減目標は平成21年

度までに220人削減化することになっている。平成１９年度当初職員数1208人

(150人減）であることからさらに70人を削減する。現に私が５年前に退職して

から学芸員の補充はなく、これまでに館長・事務・学芸員の３人体制（常勤）

となっている｡

これは、全国の自治体の大半が指定管理者制度を単なる経費削減策としてき

たこれまでの動向とは異なり、新しい政策に基づく事業の担い手として位置づ

けるものである。また、指定管理者の立場は、行政の補完的な存在ではなく、

これまで行政では未経験の新規の活動を、実績を有するＮＰＯに委任するもの

である。これは先述した根本市長の発言にあるように、「まちづくり」につい

て住民が主体性をもち役割を果たす環境づくりの実現を意味している。

４．「民の公共」の実現に向けて

博物館は公共の文化施設である。一般に理解されている「公共」の意味は、

｢政府や地方自治体が運営管理すること｣、あるいは「入館料が安い、あるいは
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無料で誰でも自由に利用できること」などであろう。

しかし、今後ＮＰＯ法人野田文化広場が博物館を迎営管理するようになると、

これまでのような自治体の直営と異なり、市民が「公共」を担うことができる

のかという疑問が浮上するかもしれない。公務員からは市民に何ができるのか

疑問視する意見が出されていることは周知である｡しかし、これまで国家や政

府の「公」が公共を担っていたが、必ずしもそうではなく住民がその担い手に

なる時代になりつつある(】5)。

山脇直司は「公共哲学」を提唱する('6)。山脇は、公共性を理解する従来の

考え方として、「政府の公／私的領域」という公私二元論は戦前の「滅私奉公」

や、戦後の自己中心的な「滅公奉私」という二極分化を示し、現代社会での諸

問題の解決にはもはや機能不全であるとする。それを乗り越える対案として、

山脇は「政府の公／民の公共／私的領域」の相関的な三元論を示し、「民の公

共」を最も重要な要素と見なして、金泰昌が提起した「個人を他者関係のなか

で活かしながら、民（人々）の公共性を開いていく」(】7）という意味の「活私

關公」という言葉によって、公共哲学の方向性を導き出している。この活私開

公は、「人権、市民的徳性、責任」の３つを基本原理('8）とし、個人の特性を

他者との関係の中で活かしながら公共性を形成していこうというものであるｃ

これは博物館についても同じようなことがいえる｡明治以降の近代化の中で、

国立博物館をはじめ地方博物館は殖産興業や国威発揚の社会的な装置として

｢政府の公」が国民を教化した(19)。戦後も、博物館は「歴史、芸術、民俗、産

業、自然科学等に関する資料を収集し、保管し、展示して教育的配慮の下に一

般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資するため

に必要な事業を行ない、あわせてこれらの資料に関する調査研究をすることを

目的とする機関」（博物館法第２条）というように、「政府の公」が、学芸員に

よる調査研究の成果などの情報を国民に一方的に供与することを理念としてい

る。

「民の公共」とは、Ｔ'７尺が「活私關公」の主体者となり、公共性を開拓し継

承していくことである。野田文化広場のようにＮＰＯが博物館を運営する場合

には、行政や他の市民とのコミュニケーションをとることが不可欠である。先

述したミッションや基本テーマとそれに錐づく各種事業を実施し、議論や協働
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などを経て公共性を模索し実現化をはかることになる(20)。

また、学芸員を含むＮＰＯのメンバーは、山脇の提言する「グローカル」な

態度をもつことも大事である(2')。これは「グローバルに考え、ローカルに行

動せよ」である。グローバリズムの弊害と偏狭なローカリズムを共に拒否して、

自らの地域性を重視して文化や歴史の多様性を認める。要するに地域を中心に

考える態度と、地球規模で眺める態度との両方のバランス感覚を保つことが必

要である。「民の公共」とは、決して一つの視点に偏らずに、常に異質な他者

と多次元（｢地球市民的自己」「国民的自己」「エスニックな自己｣、地方自治

体・企業・ＮＰＯ・教会・学校・家族などに所属する「負荷ある自己」など）

的な関係を認識・了解することも大事である。

こうして、野田文化広場が指定管理者として野田市郷土博物館を管理運営し

ていくことは、「民の公共」を実現化する一つの試みともなる。

５．結語

キャリアデザインは、地域社会で生活する人たちにとっても不可避となって

いる。高度経済成長期に比べて1990年代以降の産業構造の変化によるニューエ

コノミーの到来によって生じている「格差社会」により、人々にはこれまでの

生き方が通用せずし、新たな人生の設計や再設計が必要となっている。

市民のキャリアデザインは、生涯学習の考え方を下支えとし、市民一人一人

がそれを踏まえてキャリアデザインを目指すものである。自らの働きを自覚

(他者理解を含む）して、それを設計および再設計する。さらに、地域社会の

一員としての自覚をもち働き、地域社会での自らの役割や責任をはたす。その

プロセスが自立化する市民形成になるｃ

それを実現するためには、人々のコミュニケーションを促進させることであ

る。現状の地域社会をみると、それぞれのコミュニティ（家族・学校・商工業

者・農業者・市民団体・福祉関係者・行政など）が分断的に孤立している。そ

こで、博物館は市民のキャリアデザインの拠点として、さまざまなコミュニ

ティに所属する人たち同士をく文化＞によってつなげるハブの役割を担い、市

民相互のコミュニケーションの促進につとめる。これまで交流のなかった異業

種や異分野の人たち同士が出会い知り合い、お互いの仕事や生き方、考え方、
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価値観などを共有し、相互に学びあうことによって、個人の生き方の幅が広が

り、さらに個人の生き方の設計や再設計にも役立ち、人々の協働的な仕事や地

域活動に発展することが期待される。博物館をこれまでの「文化の殿堂」とし

ての一つのコミュニティから、地域内の様々なコミュニティの個人のコミュニ

ケーションの推進役として、その中心的な拠点に位置づける。

野田市郷土博物館は、「市民のキャリアデザイン」をはかるために次の4つの

テーマを掲げる。①地域文化（モノとヒト）の情報収集．保管．調査研究．普

及をする。②地域の文化や人々の生き方を学ぶ場にする。③地域の文化や人の

生き方の情報発信の場にする。④人々のコミュニケーションの場にする。それ

ぞれのテーマに基づき事業を展開していくことになる。

さらに、ＮＰＯが指定管理者として野田市郷土博物館運営することは、「民の

公共」を実現させていく一つの試みともなる。

[注］

（１）金山喜昭2006「日本キャリアデザイン学会中間大会（千葉県野田市）

2005を振り返る」キャリアデザイン研究Vol､２，pl35-142（日本キャリ

アデザイン学会）

児美川孝一郎氏は大会の総括を次のように整理した。その要点は次のとお

りである。

①まちづくりでく参加＞をキーワードにすると「企業やNPO、普通の市

民、子供、それぞれの参加の形はいろいろある。市民参加、企業参加、行

政参加、それぞれのネットワークがあり、行政はそれぞれの意向を掴んで

いるだろうが、それらが一緒の場に集り学校側と企業は協力できるのか、

ＮＰＯと学校は一緒にできるというような、対等なパートナーシップでま

ちづくりをしていく仕掛があるとよい。

②「負担は皆で合意して分け持つ」という行政側の意見には賛成するが、

負担するからには市民としても意思決定のプロセスに参加すること。

③個人が地域の人間になるか、まちづくりの担い手になるか。シチズン

シップということがよく言われるが、市民性とか市民的な資質とか、市民

として考えたり行動する市民性を自分のなかでつくるキャリア形成という

のがありえるのか。どのように地域の担い手になり、地域の市民になって

いくのかというキャリアデザインが大事である。
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(2)2006年12月の野田市瀧会で、郷士博物館と市民会館それぞれの設置条例

の改正が議決される。

(3)金山喜昭2006「まちづくりと市民のキャリアデザイン（１）～ＮＰＯ法人

野田文化広場メンバーの場合～」法政大学キャリアデザイン学部紀要第３

号、ｐ237-256

(4)昭和56年６月１１日中央教育審議会答申。

(5)昭和61年の第２次臨時教育審議会の答申「審議経過の概要｣。

(6)山田昌弘2004「希望格差社会」筑摩書房、plOO-128

(7)なお、ここでいう地域社会とは、野田市の中心市街地を中心に市内全域を

さす。人々の社会的・生活空間の一定の広がりをさす。

(8)（６）と同様p７５

(9)（６）と同様p96

UO）渡辺三枝子他2004「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究者会議

報告書」Ｐ７

(11）（１０）と同様

(12）（10）と同様ｐ８

(13）広井良典2006「持続可能な福祉社会」ちくま新書、ｐ204-246

(１４）根本崇2006「"まちづくりとキャリアデザイン”報告」キャリアデザイ

ン研究Vol､２.pl43-145また未掲救であるが中間大会のシンポジウムで

の発言による。

(15）大森彌2004「身近な公共空lMj」「公共哲学１１－自治から考える公共一」

東京大学出版会、pl55-l68

(１６）山脇直司2004「公共哲学とは何か」ちくま新轡、ｐ８－ｌ２

(17）（16）と同様p37

U8）（16）と同様pl45151

(19）金山喜昭2001「日本の博物館史」慶友社、ｐ34-166

(20）公立博物館においては、学芸員は博物館の活動を市民に積極的に開放し

て、市民の主体的な活動を支援してその自立化を促してゆくことが大事

である。

(21）（16）と同様p207-222
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